
 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月２０日 
 

                                  四 国 運 輸 局 

  

 

「めざせ！海技者セミナー in IMABARI」を開催しました！ 

～ 船員への就職をめざして、四国初のハイブリッド開催 ～ 

四国運輸局では、船員の次世代を担う人材の確保育成及び船員の雇用促進を図るた

め、「めざせ！海技者セミナー in IMABARI」を平成１８年度より愛媛県今治市で開催して

います。 

今回は海運事業者と就職希望者、学生が一堂に会し、対面での企業説明を行うと共

に、当日会場に来られない方向けに、セミナー参加企業の一部が会場からオンラインで企

業説明を行うハイブリッド形式で令和４年９月１７日（土）に開催しました。 

四国内を中心とする海運事業者等２１社（２０ブース）と波方海上技術短期大学校の学

生を中心に８８名の方が対面で、参加事業者のうち１３社と宮古海上技術短期大学校の

学生を中心に４２名の方がオンラインで、計１３０名の方が参加しました。 

開催後のアンケート結果から、参加者からは「対面で直接企業（学生）と出会い、話せ

る機会が得られよかった、オンラインで他地区の企業（学生）の話が聞けてよかった」など

の感謝の声が寄せられました。また、約４割の学生が今後、対面での開催を希望する一

方で、約４割の学生からはハイブリッドまたはオンラインでの開催を希望する声があり、参

加者の多様なニーズにお応えできるように、次回以降も引き続きハイブリッド開催として、我

が国の物流・人流のエッセンシャルワーカーである船員の確保育成を推進して参ります。 

 【アンケートの結果（概要）】 

学生からは、「セミナーに参加して今後船員になりたい」とする声が約９割を占めており、例年

同様高い結果となっています。企業からは、「セミナーは人材を探す手段として有効」とする声も

約９割を占めるなど、セミナー開催に好意的な声をいただきました。一方で、オンラインについて

は、参加者の反応が見えづらい等の今後の課題も寄せられました。 

今後の開催方法について、学生からは、もっと身近に説明を聞いて質問をしたい、企業か

らは、学生の熱意等を感じられるなどの理由から、約４割が対面での開催を希望すると回答

した一方で、遠方からでも参加できるなどの理由から約４割の学生がハイブリッドまたはオン

ラインによる開催希望のご意見をいただきました。昨年に続いて、東北地方から岩手県の宮

古海上技術短期大学校の学生にもオンライン参加していただくことができたことは、ハイブリッド

開催の魅力でもあります。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

四国運輸局 

海事振興部船員労政課 

担当者：井上・櫛田 

TEL：087-802-6817 

FAX：087-802-6815 

 
四国運輸局 
国土交通省 



 

 

 

 

 

 

① 

【別紙】 

１．参加企業２１事業者（２０ブース） ※ マークはオンライン企業説明実施 

朝日海運株式会社（愛媛県今治市）     四国開発フェリー株式会社（愛媛県西条市） 

東汽船株式会社（愛媛県今治市）   四国中央汽船有限会社（愛媛県四国中央市） 

石崎汽船株式会社／    住若海運株式会社（徳島県松茂町） 

松山・小倉フェリー株式会社（愛媛県松山市）  東洋商船株式会社（愛媛県今治市） 

宇和島運輸株式会社（愛媛県宇和島市）    藤井綱海運株式会社（愛媛県今治市） 

独立行政法人海技教育機構（神奈川県横浜市） 三ツ浜汽船株式会社（愛媛県松山市） 

如月汽船株式会社（愛媛県今治市）     株式会社三原汽船（香川県観音寺市） 

霧島汽船株式会社（愛媛県今治市）   宮崎海運株式会社（愛媛県今治市） 

金力汽船株式会社（愛媛県今治市）     山本汽船株式会社（愛媛県松山市） 

興栄海運株式会社（愛媛県松山市）   株式会社 YK シッピング（徳島県阿南市）  

幸洋汽船株式会社（愛媛県今治市） 

 

２．参加者 

 （参考）参加者 130 名の内訳 

波方海上技術短期大学校 87 名 

宮古海上技術短期大学校 41 名 

一般               2 名 

 

 

３．セミナーの様子 

  

 

 

 

 

【対面】                      【オンライン】           【オンライン】 

セミナー会場                  会場から企業説明を発信   スライドを使った企業説明 

 

４．アンケート結果（回収率：参加者 126/130 名(96.9%)、企業 20/20 社(ブース数)(100%)) 

船員になりたいと思いますか             来年以降の開催方法について          オンラインの魅力について 

 

 

 

 

 

 

企業側が人材を探す手段として有効と考えますか 

 

 

 

男性, 121名, 93%

女性, 9名, 7%

性別

求職者,1名
1%

在職者,1名
1%

学生, 128名, 98%

状況別

10代, 109名, 84%

20代,16名, 12%
30代, 5名, 4%

年齢別

はい, 19社, 95%

なんともいえない,

1社, 5%

企業

遠くから

でも参加

できる

10名, 

39%

気軽に参加でき

る, 7名, 27%

新型コロナ感染予

防になる, 4名, 15%

多くの企業が見られる, 

4名, 15%

説明がわかりやすい, 1名, 4%

学生

なりたい, 117名, 93%

なりたくない

3名, 2%

無回答, 6名, 5%

学生

対面ブース

53名, 42%

ハイブリッド

37名, 30%

オンライン

18名, 14%

無回答,

18名, 14%

学生

Q.船員になりたいと思いますか Q.来年以降の開催方法について Q.ハイブリッド・オンラインの魅力について 

Q.企業側が人材を探す手段として有効と考えますか 

ハイブリッド

7社, 70%

対面

3社 30%

企業

Q.ハイブリッドの改善点について 

機器等の操作の

習熟

3社, 60%

双方向会話方式

への移行

2社, 40%

企業

Q.来年以降の開催方法について（オンライン実施企業） 


